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Studies on the Prevalence of Dirofilaria immitis among Dogs and its Vector Mosquitoes in 
Sasebo City, Nagasaki Prefecture 
Osamu SUEN AGA (Reference Center, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University) 
and Seishi KITAHARA (Sasebo Small Animal Hospital) 
Abstract : A field survey on the microfilarial prevalence of canine filariae among house dogs 
was made in Sasebo City, Western Japan in May and October, 1973 and May, 1974. Of 
568 dogs examined, 199 or 35.0% were found to have microfilariae of Dirofilaria immitis in 
their peripheral blood. In the one-year-old dogs, the microfilarial prevalence was already 
over 1027. The prevalence reached 40 in the two-year-old and ranged from 30% to 60% 
in the older ones. No dogs having Dipetalonema reconditum microfilariae were found in the 
City. The spatial distribution of the positive dogs in Sasebo City suggest that the canine 
heartworm was transmitted more intensively in the suburban areas than in the urban or rural 
areas in the City. To determine the vector mosquitoes of D. immitis, mosauito collections 
were carried out in the City from July to September, 1976. Though 9 species of mosquitoes 
‘were collected by light traps at 5 stations in the suburban areas, Culex tritaeniorhynchus, 
Cx. pipiens pallens and Anopheles sinensis were predominant species. Allof 1184 female mosquitoes 
examined, natural infections with developing or mature filarial larvae were found in 18 (9.4 
27) of Cz. p. pallens and 9 (1.4%) of Cz. tritaeniorhynchus. Infective larvae were found in 
only 3 of Cz. p. pallens. Species composition of mosquitoes collected by two methods, a human- 
bait-trap and a dog-bait-trap, was very similar to each other, and Cr. p. pallens was predominant. 
From he results of the mosquito survey, it was considered that Cz. p. pallens is the main 
vector of this parasite in the City, and may be important in transmitting the canine heartworm 


to man. 
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は じ め に 


犬 心臓 糸状 虫 (Dirofilaria immitis) は 近年 。 わ 
が 国 に お いて も 人 体感 染 症例 が 次 々 と 報告 され る よう 5 
に な り (Nishimura et al., 1964; 吉村 , 横川 , 1970: 
AEG, 白木 , 1974: 石井 , 布施 , 1974; 正木 ら , 1975; 
山根 ら , 1977), 人 獣 共通 寄生 虫 の 一 つと し て 問題 に 
な っ て き て いる . 従っ て この 系 状 虫 の 浸 淫 状況 を 5 
N, その 媒介 由 を 明らか に する こと は , この 寄生 虫 の 
人 体感 染 を 防ぐ 対策 を た て る 上 か ら も 必要 で あろ うと 
思わ れる . この よう な 観点 か ら 著 者 は 既に 長崎 県 の 南 
部 に 位置 し て いる 長崎 市 及び 県 の 中 央 部 に ある 大 村 市 
で この 寄生 虫 の 浸 淫 状況 と 伝搬 仙 に つい て 調べ , 両市 
が 何れ も 高 浸 淫 地 で あり Gok, 1971, 1974), xk 
要 媒 介 則 が アカ イエ カ と ヒト スジ シン マカ で ある こと 
(末永 ら , 1973; 末永 , 1975) を 明らか に し た . 本 報 
で は 更に , 県 の 北部 に 位置 し , 長年 に わた っ て アメ リ 
ヵ カ 合衆国 海軍 基地 が 置か れ て いて , 沖縄 を 除く 日 本 に 
は まだ 土着 し て いな いと 思わ れる 犬 皮下 糸状 虫 (Di 
petalonema reconditum) 感染 犬 が 発見 され る 可能 性 
も ある と 思わ れ た 佐世保 市 で 実施 し た 飼い 犬 の 糸状 申 
子 貝 保有 状況 と 媒介 剛 の 調査 成績 に つい て 報告 する . 

| 調査 場所 と 方 法 

飼い 犬 の 子 虫 保有 状況 の 調査 は 1973 年 5 月 , 108, 
及び 1974 年 5 月 の 狂犬 病 予防 注射 実施 期間 中 , 午前 9 
時 30 分 か ら 12 時 まで の 間 に , 所 有 考 の 協力 が 得 ら れ た 
犬 に つい て , アセ トン 集 虫 法 —- 部 政変 し た 既報 
(末永 らち, 1976) の 検出 法 に より 実施 され た . 

媒介 和典 の 調査 は 犬 の 子 虫 保有 率 が 高かっ た 地区 内 の 
5 カ所 で , 1976 年 7 月 か ら 9 月 まで の 3 ヵ月 間 に 延 92 


mansus 
LI 


回 に た わたり 実施 され た . 毎回 , 午後 6 時 項 か ら 翌 朝 6 
IP ECCO, 冨士 平 工業 株 式 会 社 製 の スー パー ライ トト 
ラッ プ Fl- 6w ORCA) を 設置 し て 岐 を 採集 
し た . 採集 きれ た 敷 は トラ ッ プ の 袋 の まま 小型 の ポリ 
REAN, 更に これ を ドラ イア イス 入り の ジャ ー に 入 
れ て 凍死 させ , 凍結 きせ て 研究 室 へ 持ち 帰り , 種類 
Bl, 性 別に 採集 数 を 記録 し , 雄 は 捨て , 雌 は 全部 これ 
を 6ml の スク リュ ー 管 に 移し , 栓 を し て 採集 地点 別 
に ポリ 袋 に 入れ , 一 20CC の フリ ー ザ ー 中 に 冷凍 保存 
し て お き , 後日 双 眼 実体 顕微 鏡 下 で 割 検 し て その 体内 
に 大 心臓 糸状 虫 の 幼虫 を 保有 し て いる か どう か を 調べ 
た . 更に これ と は 列 に , 海 汰 に 近い 一 地点 で , 同期 間 
中 に 3 回 , 午後 7 時 か ら 9 時 まで の 2 時 間 , 人 と 犬 の 
それ ぞ れ を 誘引 源 と し た トラ ッ プ を 約 2m の 間隔 を 
置い て 同時 に 設置 し , 各々 の トラ ッ プ で 採集 され た 映 
の 種類 構成 を 比較 し た . 使用 し た トラ ッ プ は 市 販 の 4 
RERI DOMET, その 1 ヵ所 を 縦 に 裁断 し て 開き , 
胃 の 侵入 口 と し た 簡単 な も の で ある . 


調査 成績 及び 考察 
佐世保 市 内 に お ける 犬 の 糸状 虫 子 虫 保有 状況 


佐世保 市 保健 所 の 1973 年 の 資料 に よる と , 同市 内 に 
は 第 1 表 に 示す よう に , 狂犬 病 予 防 法 に 従っ て 登録 さ 
れ た 飼い 犬 約 5,000 頭 と 未 登録 の 飼い 犬 約 3,500 BH, 
及 び 通常 野犬 と よ と ば れ て いる 飼い主 の いな い 犬 約 
1,500 頭 , 合計 約 10,000 頭 の 犬 が 棲 島 し て いる と 推定 
され る . COM, 今回 の 調査 の 対象 と し た の は 登録 犬 
だ け で ある . 

1973 年 5 月 と 10 月 及び 1974 年 5 月 の 調査 期間 中 に 検 
血 し た 犬 の 総数 は 第 2 表 に 示す よう に 568 頭 で , これ 


Table 1. Number of dogs living in Sasebo City in 1973 
Registration status No. of dogs 25 
House dogs (Registered)* 5,349 51.3 
ク (Unregistered) 3,580 34.3 
Ownerless dogs** 1,500 14.4 
Total 10,429 100.0 


*Blood examination was made with rondom examples among registered dogs. 


**The number of ownerless dogs were estimated by a stray dog captor. 


Table 2. 


Number and percentage of house dogs having microfilariae of the canine 


heartworm, Dirofilaria immitis in Sasebo City in 1973 and 1974 


No. of dogs 


Period ーー ーー 25 
examined positive 

May 16-29, 1973 42 29.3 

Oct. 16-30, 1973 118 Stel 

May 24-28, 1974 39 37.9 

Total 199 35.0 


は 全 棲 息 犬 数 の 約 5 多 に 当る . この 中 , RIABDS 
保有 し て いた の は 199 頭 , 即 も 35 で あっ た ・. FRO 
種類 は すべ て 犬 心臓 糸状 虫 (Dirofilaria immitis) で 
あっ た . 佐世保 市 内 た お ける 犬 の 心臓 糸状 虫 寄生 率 に 
つい て は 永田 (1955) が 捕獲 野犬 に つい て 6.2% と 報 
告 し て いる が , これ に 比べ て 今回 の 調査 結果 は 著しく 
高 率 で あり , この 20 年 間 に 浸 淫 率 が 著 し く 増 加 し て い 
る こと が わか っ た . 

佐世保 市 内 に は アメ リカ 合衆国 海軍 基地 が ある の 
T, アメ リカ 本 土 及び 沖 纏 本 島 に 土着 し て いる 犬 皮 下 
系 状 虫 (Dipetalonema reconditum) 感染 犬 が 持ち 込 
まれ て いる 可能 性 が ある と 考え , 検 血 の 際 特 に 注意 し 
て 調べ た が 全く 発見 で き な か っ た . 今回 の 調査 で は 基 
地内 の 犬 の 検 血 は で き な か っ た だ た が, その 後 基地 内 に あ 
る 海軍 病院 , 佐世保 市 保健 所 , 市 内 の ケン ネル 及び 基 
地内 の ペッ ト 犬 を 取り 扱っ て いる 開業 獣医 師 等 を 訪ね 
て 確か め た 結果 , 同 基地 内 に は 海外 か ら の 輸入 犬 は は 


Table 3. 


と ん どい な いと と が 朋 ら か に な っ た の で , 現在 の と こ 
D, 犬 友 下 糸 状 虫 感染 犬 は 持ち 込ま れ て いな いと 思わ 
dis 

犬 の 性 別 子 虫 保有 率 は 第 3 表 に 示す 通り で , MEC 
37.492, WECIE31.094, 5E3935.025 & RED GORA rea 
率 で あっ た . また , PERO RII 30mm*r o T- H3 
HAA ODRE o T 1 隻 か ら 3752 隻 まで 著しく 半 な 
っ た が 。 平均 で は 雄 が 167.642, 雌 が 83.8 隻 , 平均 
140.24& E 子 虫 保有 率 の 高い 雄 の 方 が 多い 傾向 が み ら 
Tul 

第 1 図 は 犬 の 年 令 別 糸状 貝 子 虫 保有 率 及 び 子 貝 密度 
を 示し た も の で , 子 虫 保有 率 は 1 で 既に 1075€ 
L, 2d 04096 LID, 3 才 以 上 で は 概ね 30 あ か ら 60 
の 範囲 に あっ た . また , 子 虫 保有 率 の 高い 年 令 層 で 
は 一 般 に 血液 中 の TRAED 高い 傾向 が うか か われ 
y 


犬 の 子 虫 保有 率 は 地区 に よっ て も 第 4 表 並 びに 第 2 


Number and percentage of house dogs having microfilariae of Dirofilaria immitis, 


and number of microfilariae per about 30 mm? blood of positive dog in Sasebo City 


in 1973 and 1974 


Sex Ne | of Ee 2 No of / f 
examined positive Mean Range 
Male 358 134 37.4 167.6 1-3752 
Female 210 65 31.0 83.8 155591 
Total 068 199 35.0 140.2 1-3752 
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Fig. i. | Microfiiarial prevalence and density in house dogs in 


Sasebo City, by age and sex, examined in 1973 and 1974. 


Table 4. | Number and percentage of house dogs having microfilariae 
at 11 districts in Sasebo City in 1973 and 1974 


No. of dogs V/A Mean No. of Mf. 
examined aq 
Male Female Total positive positive per positive dog 
Sasebo 165 92 257 77 30.0 109.9 
Hiu 30 9 39 14 35.9 80.6 
Haiki 33 23 56 24 42.9 74.4 
Miya 14 4 18 6 33.3 147.2 
Egami 20 8 28 12 42.9 287.0 
Mikawachi 19 10 29 17.2 65.0 
Hario 11 18 29 6 20.7 66.8 
Yunoki 8 4 12 2 16.7 142.5 
Ohno 10 18 28 15 53.6 82.7 
drm 20 1 31 17 54.8 499.0 
Ainoura 28 13 41 21 9152 69.7 
Total 358 210 568 199 35.0 140.2 


| 
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Fig. 2. A map of Sasebo City showing the microfilarial prevalence of 


house dogs with Dirofilaria immitis in each of 11 districts of 
the City in 1973 and 1974. Mosquitoes were collected at 5 
lu. Be ge 85 


examined for natural infections of filariae. 


stations, No. 


4 and 5 on the map, and were 


図 に み ら れ る よう に 16.7-54.8 め と か な り 異 な り , Rl 2. 佐世保 市 内 で 採集 され た 岐 の 犬 心臓 糸状 虫 自然 感染 


OA, 三河 内 , 針 尾 地区 の よう な 山間 の 農村 地区 で は 
比較 的 低く , 佐世保 , 日 字 の よう な 市 街 地 区 で は 中 程 
REG, その 中 間 に あ る 相浦 , BH. PU. 大 野 の よう 
な 半 勤 , 半 農 の 住宅 地区 で 高い 傾向 が み ら れ た . 


1976 年 7 月 か ら 9 月 まで の 3 カ月 間 , 第 2 図 に 示す 
犬 の 予 虫 保 有 率 が 高かっ た 相浦 及び 中 里 ・ 筑 瀬 地区 の 
5 カ所 で ライ トト ラッ プ に よっ て 採集 きれ た 典 の 種類 
と 数 を 第 5 表 に 示し た ・. 採集 政 合 計 9 種 , 1705 個 体 の 
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Table 5. Species and numbers of mosquitoes collected by light traps 


at 5 stations in Sasebo City in 1976 


Village Ainoura | ] Kaize Shimo-motoyama "Total 
Survey period Jul.12-Sep.25 Jul. 12-Sep.25 Jul.12-Sep.25 Aug.11-Sep.24 aa) め 
o 
Station No. 1 2 3 4 (9 
No. of collection 20 20 20 19 13 92 
Anopheles sinensis 55 79 36 45 63 278(188) 16.3 
Aedes togoi 7 40 47( 37) 2.8 
Ae. albopictus ji 36 11 10 4 62( 29) 3.6 
Ae. vexans nipponü ] 7 1 3 12( 12) 0.7 
Culex pipiens pallens 96 226 57 88 24 491(192 ) 28.8 
Cx. tritaeniorhynchus 402 46 34 89 118 689(652) 40.4 
Cx. pseudovishnui 2 6 1 9( 9) 0.5 
Cx. bitaeniorhynchus 1 4 3 15( 14) 0.9 
Armigeres subalbatus 4 40 29 6 23 102051) 6.0 
Total 568 481 172 246 238 1705(1184) 100.0 


中 で 最も 多かっ た の は コガ タ ア カイ エ カ の 689 個体 
(40.4%) , 次 が アカ イエ カ の 491 個体 (28.8%) , 
3 番目 は シナ ハマ ダラ カ の 278 個体 16.3%) T, = 
れ ら の 3 種 が 全体 の 約 85 を 占め , 他 種 は 比較 的 少な 
か っ た . この 中 , SEC CR し た 雌 虹 1184 個 体 を 全部 剤 
RRL し て 犬 心臓 糸状 虫 の 自然 感染 を 調べ た . 第 6 表 は そ 


Table 6. 


の 結果 を 示し た も の で , 9 種 の 典 の 中 , アカ イエ カ 18 
個体 9.4) と コガ タ ア カイ エ カ 9 個体 1.4%) が 
発育 中 また は 成熟 し た 糸状 虫 幼虫 を 保有 し て いた . こ 
の 中 感染 幼虫 保有 遇 は アカ イエ カ 3 個体 だ け で あっ 
た だ た. 感染 軸 1 個体 当り の 幼虫 数 は 第 7 表 に 示す よう に 
アカ イエ カ で 平均 4.1 代 感染 幼虫 だ け に つい て は 2.7 


Natural infection with developing and mature larvae of Dirofilaria immitis in 


female mosquitoes collected by light traps at 5 stations in Sasebo City in 1976 


No. of mosquitoes Infection 
Mosquito species diccrc infected rate in 
Ib Ic Ib+Ic Id Ic+Id Ila Id+IIb IIIa IIIb Total る 
Anopheles sinensis 188 0 
Aedes togoi 37 0 
Ae. albopictus 29 0 
Ae. vexans nipponii 12 0 
Culex pipiens pallens 192 3 5 1 3 1 1 3 18 9.4(1.6) 
Cz. tritaeniorhynchus 652 7 J 9 1.4 
Cx. pseudovishnui 9 0 
Cz. bitaeniorhynchus 14 0 
Armigeres subalbatus 51 0 
Total 1184 3 12 1 1 3 1 1 3 27 2.3 


Remarks 1) Ib-HIb show the developmental stages of filarial larvae (After Suenaga, 1972). 


2) Infection rate for mature filarial larvae is shown in parentheses. 
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Table 7. | Number of filarial larvae in a mosquito 
nad esie No. of mosquitoes No. of larvae per mosquito 
osquito species c Pr Mean Rance 
Culex pipiens pallens 18 (3) 4.1 (2.7) 1-11 (1-4) 
Cx. tritaeniorhynchus 9 6.3 1-18 


Total 27 (3) 4.9 (2.7) LRG 


Remarks : Figures for mature filarial larvae are shown in parentheses. 


E, コガ タ ア カイ エ カ で は 平均 6.3 ECHO. 2 地点 で 合わ せ て 47 個 体 採集 され , この 中 の 雌 政 37 個 
以上 の 調査 成績 か ら わ か る よう に , ich 体 を 全部 割 検 し た が RARD 自然 感染 は み ら れ な か 

数 , 特に アカ イエ カ の 数 が 比較 的 少な か っ た が , これ っ た . 本 種 は わが 国 に お いて は 高知 CKeegan et al. 

は 調査 期間 中 例年 に 比べ て 降雨 量 が 少な く 。 人家 周 辺 1967) で 自然 感染 し て いる の が 認め られ て は いる が , 

の 岐 の 発生 水域 が 少な か っ た こと に よる と 思わ れる . 少な く と も 長崎 県 内 で は 犬 心臓 糸状 虫 の 伝搬 に は ほ と 
し か し , それ に も か か わら ず , アカ イエ カ が か な り ん ど と 関係 し て いな いと 思わ れる . 


高 率 に 自然 感染 し て いた こと は , この 収 が 佐世保 市 内 


ュー さ BE A 
に ね いて 1 も 。 RBORHS LCRA Le, T ACA SROSIDHHEO gt 


犬 心 臓 糸 状 虫 伝搬 の 主役 を 演じ て いる こと を 示唆 し て 1976 年 7 月 下旬 か ら 8 月 下旬 まで の 間 に , 人 及び 大 

WS. な お , 今回 の 調査 で , 実験 的 に 感受 性 が 高い ト 阿 ト ラッ プ で 採集 され た 敗 の 種類 と 数 は 第 8 表 に 示さ 

ウゴ ウ ヤ ブ カ て (末永, 1972) が 海岸 に 近い Ne. 1 及び Ne. れ て いる . 人 陣 ト ラッ プ で は 5 種 , 571808, AME 7 
Table 8. Comparison between numbers of female mosquitoes collected by two methods, 


a human-bait-trap and a dog-bait-trap, at a suburban area of Sasebo City in 


the summer of 1976 


Method (No. of collections) Human-bait-trap (3) Dog-bait-trap (3) 
No. & 25 of mosquitoes No. 2; No. 2; 
Anopheles sinensis 5 8.8 4 9.3 
Aedes albopictus 10 17.5 18.6 
Ae. togoi 4 7.0 2 dul 
Culex pipiens pallens 22 38.6 16 37.2 
Cz. tritaeniorhynchus 5 8.8 4 9.3 
Armigeres subalbatus 11 19.3 9 20.9 

Total D7 100.0 43 100.0 
Correlation coefficient 0.992** 


*Among them, 2 mosquitoes harbored 3 of Ila stage larvae and 
4 of Id stage larvae respectively. 
**Significant by t-test at 0.1% level. 
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ッ プ で は 同じ く 5 種 , 43 個 体 が 採集 され た が , その 種 
類 構成 は 極め て 似 て お り , 何れ に お いて も アカ イエ カ 
が 圧倒 的 多数 を 占め て いた . 従っ て 両者 の 相関 係数 は 
0.992 と 非常 に 高く , これ は 既に 報告 し た (Suenaga 

and Itoh, 1976) よら うら に, 人 と 犬 に 対す る 遇 の 吸血 嗜 
好 性 が 近似 し て いる こと に よる と 思わ れる . 両 種 の ト 
ラ っ プ で 採集 され た 雌 邊 を すべ て 剖検 し た と ころ , 人 
陣 ト ラッ プ で 採れ た アカ イエ カ 22 個 体 中 の 2 個体 が 犬 
心臓 糸状 虫 の 感染 を うけ て いた . この よう に , 犬 心臓 
糸状 虫 の 主 媒介 者 で ある アカ イエ カ が 人 血 嗜 好 性 も 強 
$6, 少数 で あっ た と は いえ , 人 陣 ト ラッ プ で 採集 きれ 
た も の が 自然 感 江 を うけ て いた こと は , TOMATO 
系 状 虫 を 人 体 に 感染 させ る 可能 性 を 示す も の と し て 注 
目 さ れる . 


ま と め 


長崎 県 佐世保 市 内 に お ける 犬 の 率 状 虫 感染 状況 を 明 
ら か に する た め , 1973 年 5 月 , 10H, 及び 1974 年 5 月 
の 狂犬 病 予 防 注射 期間 中 に , 市 内 の ほほ 全域 に わた っ 
て 飼い 犬 の 検 血 を 実施 した. 568 頭 の 検 血 犬 の 中 , 199 
頭 (35) が 糸状 虫 子 虫 を 保有 し て いた ・. 子 虫 の 種類 は 
すべ て 犬 心 臓 糸 状 虫 で , 犬 皮下 糸状 虫 は 全く 発見 され 
な か っ た . 陽性 犬 1 頭 当 り の 約 30mm? 時 条 血 中 の 子 虫 
数 は 平均 140 隻 で あっ た . 犬 の 子 虫 保有 率 は 1 才 で 既 
zee L, 2 まで 40 必 と な り 。 ペイ 殿上 上 で は 概ね 
30 か ら 60 を まで の 範囲 に あっ た . 犬 の 性 別 子 貝 保有 
SRT HEC37.4%, WÉCUL31.02276d5 57-2. 子 虫 保有 率 
は 山間 の 農村 地区 で は 低く , 市 街 地区 で は 中 程度 で , 
その 中 間 に あ る 半 勤 半 農 の 住宅 地区 で 高い 傾向 が みち 
Auc. 以上 の 調査 成績 た と 基づき, 高 浸 淫 地 に お ける 媒 
介 到 を 明らか に する た め , 1976 年 7 月 か ら 9 月 まで , 
市 内 の 5 カ所 で ライ トト ラッ プ を 用 いて 遇 を 採集 し , 


引 


採れ た 雌 軸 を 剖検 し て 大 心臓 糸状 虫 の 自然 感染 を 調べ 
fo. SRE Lic 9 種 , 1184 個 体 の 雌 由 の 中 , アカ イエ カ 
18484k (9.4%) と ュ コガ タ ア カイ ェ エ カ 9 個体 0.420 
が 感染 を うけ て いた . この 中 , アカ イエ カ 3 個体 は 感 
染 幼 虫 を 保有 し て いた . 以上 の 調査 成績 に より , 佐 世 
保 市 も また , 長崎 市 や 大 村 市 の 場合 と 同様 , 犬 心臓 糸 
状 虫 の 濃厚 浸 淫 地 の 一 つ で あり , 主 媒 介 山 は アカ イエ 
カ で ある こと が 明らか に な っ た . Efe, 1976 年 7 AF 
名 から 8 月 下旬 まで の 間 に , 人 及び 犬 果 トラ ッ プ で 採 
集 さ きれ た だ た 遇 の 種類 構成 は 極め て 似 て お り , A L REX 
する 湯 の 吸 血 嗜 好 性 が 近似 し て いる こと を 示唆 し た ・ 
人 阿 ト ラッ プ で 採集 され た アカ イニ エ カ の 一 部 が 犬 心 
臓 糸状 虫 の 感染 を うけ て いた こと は , cob cow 
生 虫 を 人 体 に 感染 させ る 可能 性 を 示す も の と し て 注目 
され る . 
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この 調査 は 佐世保 市 保健 所 の 前 所 長 渡辺 二郎 氏 , 
現 所 長 福田 勝行 博士 , 環境 衛生 課長 原口 AR, 
当時 の 同 課 獣 医師 磯野 正人 氏 , 中 原 英 王 氏 , 佐世保 
市 獣医 師 会 , 中 里 ・ 皆 瀬 支 所 長 江口 勝 氏 , 相浦 文 
所 長 田浦 太 松 氏 , 相浦 港 澄 協会 々 長 三原 兼 義 氏 , 
同 協会 主事 前 川 安 市 氏 等 の 御 協力 を 得 て 行 われ た . 

更に , アメ リカ 海軍 佐世保 基地 病院 衛生 課 の Mr. 
Andreas は 同 基地 内 の ペッ ト 犬 に つい て の くわ し い 
情報 を 提供 し て 下さ っ た . これ ら の 方 々 に 対し 深く 感 
謝 す る . 終り に , この 研究 を 遂行 する に 際 し て 有益 な 
助言 を 与え を られ た 長崎 大 学 熱 帯 医学 研究 所 寄生 虫 学部 
PO HWE A Bd, 並び に 医学 部 医 動 物 学 教室 の 和 
田 義人 教授 に 厚く お礼 申し 上 げ る . 
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